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■ 基調講演 

「共生型事業から生まれる新たなちいきづくり」 

NPO 法人当別町青少年活動センターゆうゆう24 理事長 

大原 裕介 

 

当別町とゆうゆう24の取組の経緯 

 

NPO 法人当別町青少年活動センター

ゆうゆう24理事長の大原です。当別町で

共生型事業を行っており、今 2 拠点を運

営しています。その簡単な実践報告と、

この秋もう 1 ヵ所共生型の拠点を始める

ので、今後の展開について、最後にまと

めとして、僕なりに共生型事業の整理さ

せていただいたのでお話いたします。 

当別町はあまり知られていない町です。

僕も大学は当別町にありますが、大学に

通う際に当別町は札幌の隣にあると初め

て知りました。人口 1 万8,000人の小さ

な町です。北海道医療大学があり、だい

たい教職員合わせて2,500名くらいが在

籍しています。医療系の専門福祉大学で、

歯学部、薬学部、看護学部、臨床福祉学

部という 4 つの学部学科があります。そ

して、大学に隣接して1,000人の学生が

当別町で 1 人暮らしをしています。です

から、当別町は人口の約 5％近くが学生

という特殊な町です。 

平成14年度に大学のボランティアセン

ターということで、町から家賃補助をい

ただき、町内の空き店舗を借りました。

また、大学からはこの建物の改修費を助

成していただき、大学と町が協働して町

なかの学生の活動拠点が作られました。 

最初に、社協や行政などさまざまな関

係団体の方から、当別町にどのような困

りごとを持っている方がいるか聞いて回

りました。その中で最も多かった意見が、

障害を持つお子さんを持つ親、特にお母

さんが、子どもを一時的に預かってもら

える場所がなく困っているということで

した。親御さん達の介護負担が増加し、

なかなか他の兄弟に時間を使えない、そ

して何より、親御さん達の社会生活の幅

が狭まってしまっている。 

そこで、学生企業ということで、1 時

間400円で障害のあるお子さん達を預か

る事業を開始しました。しかし、初年度

の実績はたった46名で、学生がやるサー

ビスなのでなかなか保護者の方々から信

頼を得ることができませんでした。 

2 年目、3 年目以降は、親御さんと一

緒に学習会を開催したり、参観日のよう

に預かっている様子を見てもらったり、

夏休み、冬休みは 1 日500円で、午前中

はプールに連れて行き、その後バーベキ

ューをやって、夜は公園という500円で

は考えられないサービスを打ち出して、

親の心をつかみましだ。 

3 年目以降になると、近隣の札幌市や

江別市からも要請があって学生を派遣し

たり、レスパイトで預かるだけではなく、

外出支援をやってほしいということもあ

りました。利用者の実績も512名になり、

ちょうど僕自身も大学院の卒業の年を迎
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えました。町からは 3 年間の家賃助成が

ありましたが、その後は自立するように

前もって言われていたこともあって、平

成17年に当時の支援費制度の児童デイ・

児童居宅サービスを開始しました。 

平成17年の開所以降実施している事業

は、児童デイサービス、地域生活支援事

業、居宅介護、相談支援、就労支援と、

居住型のサービス以外は自立支援法に基

づく事業をほとんど実施しています。そ

の他、高齢者や子どもなど、町の中でい

ろいろな困りごとを持った方々を支えて

きました。障害のある子どもだけを対象

とするのではなく、高齢者のレスパイト

や、冠婚葬祭にヘルパーを派遣できない

ので学生を行かせられないかということ

に対しても、1 時間400円で請け負い、

共生型のレスパイトサービスのような形

を実施していました。NPO 法人設立後

も子育て支援事業、介護予防事業、介護

保険対象外生活支援事業、福祉教育事業

として、引き続き学生のときにしていた

ボランティア活動を事業化しています。 

拠点としては、今秋できる拠点を含め

ると、当別町に 5 ヵ所、江別市に 2 ヵ所、

夕張市に 1 ヵ所の 8 拠点を運営していま

す。常勤スタッフは25名です。僕は今年

32歳になりますが、僕を筆頭に22歳まで

おり、医療大の卒業生や近隣の大学の卒

業生など、各世代の新卒者を採用してい

ます。20代の職員が多い、かなり若い 

NPO 法人です。 

 

当別町地域福祉ターミナルにおける実践 

 

今日は 2 ヵ所の共生型事業の実践報告

をさせていただきます。 

1 ヵ所目が「当別町共生型地域福祉タ

ーミナル」です。下に「当別町ボランテ

ィアセンター」とも書いています。田西

会館の隣にあり、NPO 法人ゆうゆう24

と社会福祉協議会のボランティアセンタ

ーが一緒の事務所に入り、コーディネー

ターが常駐しています。 

当別町の地域福祉計画では、実施計画

の 1 番目に、住民の福祉的な情報、教育

の情報、ボランティアの情報が一元化で

きるような拠点作りが必要だということ

が置かれました。ちょうどそのとき、共

生型の基盤整備事業があることを知り、

町の中に拠点を作り、社協とNPO 法人

が一緒にコーディネートしたらいいので

はないかということで、今まで点在して

いた社協とNPO 法人のボランティア情

報や福祉サービスの情報を一元化するこ

とに取り組みました。もともと役所の中

にあった社協のボランティアセンターは

地域福祉ターミナルに移り、社協のボラ

ンディアコーディネーターとうちの学生

ボランティアコーディネーターが一緒の

事務所で机を並べることになりました。 

これはかなりの実践・実証効果があり

ました。例えば、今まではボランティア

情報が来ると、電話で何往復かやりとり

してようやく活動に結びつけられていた

のが、ターミナルに来た時点で、ワンス

トップで 2 つの団体で協議できるのです。

ボランティアをしたい人がどういうこと

をしたくて、どういうことを望んで、ど

ういうことをその人自身得ようとしてい

るのかということを、その場で社協と 

NPO の職員がアセスメントすることが
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できます。そしてお互いに持っているボ

ランティア資源をその場でつなげて、早

いときにはすぐに実施できます。従来は、

関係機関の間でやりとりをしていると、

2、3 日後に行ったか行かないかわから

ないといったような無責任な状況にしば

しばなってしまっていました。その意味

で、ボランティアセンターを一元化した

のは大きかったと思います。ボランティ

アをする人にとっても、ボランティアを

募集する人にとっても、活動しやすい場

所を目指しています。 

ボランティアの多くは高齢の方が多く、

特に65歳以上の元気な女性、80代までの

方がいますが、その方々がボランティア

活動をすることで、介護予防につながり

ます。 

介護予防のためにボランティアという

形で、高齢者のボランティア活動を介護

予防推進事業として実施しています。ボ

ランティアを受ける側もする側もメリッ

トのある関係でできるボランティア活動

にしましょうということで、町から地域

支援事業交付金をいただき、コーディネ

ートしています。 

高齢者に対してボランティアをするこ

とでの効果測定等のアンケートを実施す

ると、「笑うことが増えた」、「人と接し

て話すことが増えた」という結果が出て

います。機材を使って筋トレをやったり、

計算問題をやる介護予防よりも、日常生

活の中で身体を動かしたり頭を使ったり

する方がずっと有意義な介護予防だと思

います。介護予防というとときどき怒る

方がいますが、そうやって怒るのも介護

予防になります。役割を持ち、感情を持

ち、生きがいを持つことが介護予防で、

「筋トレをやっても生きがいは持てない

でしょ」と言うと、「そうだなあ」と言

われます。だから、生きがいを持ちまし

ょう、役割を持ちましょう、まだまだ元

気じゃないですかということを、町の中

で日常的にやりとりしています。 

ボランティアは商工会とも連携してい

ます。商工会が事務局となって、町内の

40数店舗が加盟する「とうべつポイント

カード会」があります。燃料小売店、ガ

ソリンスタンドやクリーニング業、カラ

オケボックス、アパート業とありとあら

ゆる業者が加盟しており、3 万5,000円

の買い物をすると500円のキックバック

があります。そこにボランティア活動を

することで、1 時間ごとに 2 ポイント付

与される仕組みを提案しました。この仕

組みによって、間接的に当別町の経済活

性化に寄与することができます。初めは 

6 割近い方々が、私達は無償奉仕でやっ

ているので、何かの見返りは期待してい

ないと反対しましたが、みなさんの活動

がこの町を元気にし、この町を豊かにし

ていくと説得しました。商工会の方々に

とってメリットのある取り組みを提案す

ると、商工会の方々も、ボランティア活

動を知ろうとしたり、認めようとしたり

します。一方的に福祉や障害者のことを

わかってほしいと言ってもわからないの

で、いかにメリットのあるところに僕ら

が提案していくか、ということが重要で

す。 

ポイントの仕組みは、次のようなもの

です。まず、ボランティア活動の代表者

に、今日は何人で何時間やる予定という
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ことでターミナルに来てもらいます。そ

してボランティアコインと発行券を渡し、

代表者の方にボランティア活動をやった

後に各メンバーに配ってもらいます。そ

れを個人でターミナルに来てもらってポ

イントをつけます。ポイントを刻印でき

る機械はターミナルにしか置かず、ター

ミナルに人が集まる仕組みにしています。

さらに、ポイントは500円券になるだけ

ではなく、年に数回ガチャポンとくじ引

き大会を開催しています。年末はプラズ

マテレビが当たったりかなり豪華で、多

い人だと200枚くらい貯めてきたりしま

す。そうやって商工会と連携しています。 

商工会とのポイントでもう一つ特徴的

なのは医療大学との連携で、学生のボラ

ンティア活動や学生の実習にポイントが

付くようにしました。これは、学生が商

店街で買い物をしたり、飲食したりする

ようになるので、商工会の方に喜ばれま

した。なかには、家賃が引かれたりする

ので必死にボランティアをする学生もい

ました。 

地域福祉ターミナルは、事務所だけで

なくフリースペースもあります。最初、

このフリースペースを無料にするか有料

にするのかで住民と議論になり、住民は、

お金もないのに無料にしていいのかと言

ってくれましたが、無料にしました。 

また、どんな団体でも使えることにし

ました。だいたいこういうところは、福

祉関係団体や社協に登録している団体し

か使えないなど、使える団体を限ってい

ることが多く、福祉の人が福祉を狭めて

しまう傾向にありますが、そうではなく、

僕らは誰でも使っていいとしました。そ

うすると、今まで出会うことのなかった

方々の間に交流が生まれます。例えば、

おばあちゃんが日本舞踊を踊っていると

ころに、たまたま子育てのお母さん方が

来て、交流が生まれました。また、学校

に嫌気がさしてスタッフのところに来て

愚痴を言っていた女の子達が、元大工の

おじいちゃんが作った仕掛け玩具を楽し

んで、このおじいちゃんとこの女の子達

の間に交流が芽生えました。このおじい

ちゃんは、次はまたおもしろいのを作っ

て来ると意気込んで、それが生きがいに

なっています。このターミナルまで歩い

て通うのも運動になります。こういう出

会いは、「偶然という名の必然」だと思

います。これらの出会いは別に仕組まれ

たわけではない偶然の出会いですが、地

域の中にそもそもあった必然ではないか

と思っています。 

ボランティアの方が来たときに、入口

で子ども達が興味を持って手を携えて交

流をしたり、子育てサークルのお母さん

達と小学生の交流があります。ダウン症

の男の子と学生と高齢者がお食事会のと

きにお手伝いで来ます。囲碁打ちの相手

を探していたおじいちゃんが相手を見つ

けたものの、見事に負けてしまって落ち

込んでしまったのですが、そのおじいち

ゃんと、大人なんてたいしたことないよ

と言っているちょっと生意気な子が対局

すると、おじいちゃんが勝って、その子

はこのおじいちゃんのことを師匠と呼ん

でいます。 

僕の中では、おじいちゃんは高齢者の

デイサービスに行ったりすると、1 人で

囲碁を打っているイメージがあります。
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一緒にやろうよと話しかけると、うるさ

い、あっち行けと言われます。高齢者デ

イという場所にいるから、おじいちゃん

は福祉のサービス受益者になっているけ

れど、この地域福祉ターミナルにいると、

子どもの指導員になれます。そこにケア

スタッフがいればいいと思います。いか

に日常生活と切り離さないようにケア介

護していくかということも、共生型ケア

では重要なことではないかと思います。

ただケアを組み合わせるのではなく、受

ける側もケアする側もそれを見る住民側

も違和感がないように、どれだけケアを

日常生活の中にマッチさせるかが大事で

す。 

日中一時支援の中で、地域貢献をしよ

うと取り組みを作って、子ども達にも参

加してもらっています。中度の身体障害

で、犬の散歩をできなくなったことを悩

んでいた方から犬の散歩のボランティア

の依頼がありました。そこで、自立支援

法によるサービスの実施中に、子どもの

支援で子ども達が学生と一緒に犬の散歩

をしました。 

 

当別町共生型地域オープンサロン：ガーデン

の取り組み 

 

もう一つの拠点について、VTR を見

ていただければと思います。 

 

＜VTR＞ 

子どもから高齢者までが集うカフェ

を取材しました。 

石狩の当別町にあるカフェです。障

害のある若者が働いています。地元の 

NPO が障害者の働く場の確保と地域

の人達の交流の拠点にしようと、2 年

前から運営しています。カフェの一角

には駄菓子屋があります。店員は近所

のお年寄り30人が交代で務めます。 

ここで、さまざまな交流が生まれて

います。夕方になると、学校帰りの子

ども達がやって来ます。子ども達とは

顔見知り。買い物の後、一緒に遊ぶよ

うになりました。お年寄りはカフェで

働く若者のサポートも始めています。

休み時間に雑談をしたり、仕事のアド

バイスをしたりしています。 

カフェでの交流が思わぬ発展を見せ

ました。弾いているのは大正琴。お年

寄りの誘いで始めました。自宅とカフ

ェの往復だけだった生活に、変化が生

まれました。習い始めて 1 年半余り。

今では月に 1 回は地域の集会や老人ホ

ームなどに出向き、演奏会を開くまで

になりました。 

何もなかった土地につくられたカフ

ェ。子どもからお年寄りまでが集い、

支え合う場になっています。 

 

大正琴は、僕らに全く相談もなく、あ

の方々が全部大正琴を仕切り、発表会も

自分達で発表する場を見つけて交渉に行

って、障害者と一緒にポスターを作って

人を集めました。そういうことを大事に

しています。僕は住民ソーシャルワーカ

ーと呼んでいますが、町の中に住民のソ

ーシャルワーカーをどれだけ増やすかと

いうことです。 

2 カ所目の「共生型地域オープンサロ

ン：ガーデン」では、駄菓子屋とドーナ
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ツ屋と喫茶店をやっていますが、VTR 

には出ませんでしたが、昼は法人自身が

食事を作っているのではなく、コミュニ

ティレストランのような形で住民に作っ

てもらっています。「一日コックさん」

という事業で、何を作るか、食数をどう

するか、メニューをどうするかを住民の

方が決めて、一日コックをしてもらって

います。こうしたことは、いろいろな地

域で取り組んでいますが、うちでは、あ

えて最初からプロの料理人にも入っても

らっています。例えば、近くで居酒屋を

やっているけれど、ランチは提供してい

ない方や、ランチをやっていてもなかな

かお客さんが入らない方、新しくメニュ

ーを試したい方など。地域の中で競い合

うのではなく、この事業で、子育て中の

お母さん達や高齢者、学生などの町内で

の外食を増やし、お客さんをどんどん獲

得してもらうのです。チラシを置いた

り、PR するのもいいのです。現に、お

客さんが増えた店もあります。ここにお

客さんがとられたと言う方もいますが、

そういう方には、そうではなく、ここで

どんどん PR して、今まで顧客層として

いなかった方々に来てもらえるようにし

てもらいたい、と言います。そうやって

共存し合って町を活性化していかない

と、この町自体どんどんつぶれていって

しまうのです。そのように料理店の方々

とお話してご理解いただき、食べに来て

くださったり、町のイベントがあれば誘

ってくださって、スタッフにしていただ

いたり、いい関係が築けています。 

一日コックさんで主婦の方々が500円

で鮭ランチを出しました。また、町にパ

ティシエをやっている若者がいて、自分

で起業したいけれどなかなか資金や手法

がわからないということだったので、う

ちに来てバレンタイン企画でケーキなど

を出してほしいと依頼したら、喜んで来

てくれました。もし、彼がその気であれ

ば、障害福祉と組み合わせて、ケーキ屋

さんも作れると思っています。こういう

取り組みをすると、町の中にたくさんい

い人材がいることがわかります。それと

福祉をどう組み合わせて、社会資源とし

て町の中に作っていくかはアイディア次

第だと思います。 

うちの障害を持ったスタッフが、自分

達がどんなふうに働いているのかという

ことを講演したときは、彼らのファンが

たくさん町にいて、彼らがしゃべり終わ

った瞬間に、スタンディングオベーショ

ンのように拍手があります。町の中では

すっかり声をかけてもらえる存在になっ

ていて、彼らが来ないとみなさん心配し

ます。そういう関係性が築かれているの

です。 

学校との連携もしています。先輩から

学ぶということで、学校からも招待いた

だきました。 

 

コミュニティ農園づくりと高齢者就労支

援への挑戦 

 

新たな事業ということで、当別町にコ

ミュニティ農園をつくろうとしていま

す。ようやく確認申請が下りて、来週の

月曜日から工事に入ります。町から

1,000坪の土地を借り、そんなに大きな

畑ではないのですが、畑を作って農園と
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します。畑の隣には、一日コックで知り

合った、ホテルのレストランの元料理長

を料理長として招き、本格的な和食レス

トランをやります。厨房は大きくして、

地域の方が集えるように料理教室も実施

します。レストランと農園では、障害者

に就労支援で働いてもらいます。小学校

と保育所の農園も隣接しており、子ども

達と障害者の交流にも取り組みたいと考

えています。 

さらに、新たな挑戦として、高齢者の

就労支援にもチャレンジしたいと思って

います。なぜ自立支援法に就労支援があ

るのに、高齢者には就労支援と移動支援

がないのか、ずっと引っかかっていまし

た。そこで、せっかくの機会なので作っ

てみようということで、今いろいろ準備

しています。農業者から技術提供を受け

て、農作業従事者と雇用される障害者補

助支援を高齢者が行うもので、障害者補

助を担っていただくことを主にしていま

す。 

それに付随して、当別町における団塊

世代が研究員となった地域総合ケア及び

高齢者就労支援の開発研究モデル事業を

考えています。地域総合ケアは、私達

が、学生時代に 1 時間400円でいろいろ

な方の支援をするということをやってい

ました。それを少しプログラム編成を変

えて、1 時間500円で制度外サービスを

行い、町の困りごとをなんでも受け止め

る。例えば、介護保険ではなかなか見ら

れない見守りのサービス、買い物サービ

ス、院内介助などを 1 時間500円で受け

るというものです。サービスにつなげる

ものは、ケアマネや包括と連携します。

当初、それは僕らの職員が空いた時間で

やっていたが、なかなかままならないの

で、住民を40人くらい集めて自分達で養

成プログラムを作り、その方々にパーソ

ナルアシスタントとして登録してもら

い、住民サービスをやってもらうことと

しました。 

また、高齢者が介護状態になっても働

くことができる就労をどのように組み立

てていけばいいのかということで、高齢

者就労支援のフレーム開発、地域住民福

祉的相互システムの開発を、地域に出る

機会の少ない団塊世代の人にやってもら

うこととしています。今まで勤めていた

専門的なことをそれぞれ活かしてもら

い、どうすれば高齢者が働けるのか、福

祉サービスがどんどん厳しくなっていく

中で、住民同士どういうことがあればい

いサービスになっていくのかを研究して

もらいます。団塊世代の方だけでは難し

いことがあるので、ゆうゆうと社会福祉

協議会が事務局を担い、さらに当別の20

団体近くが研究サポーターとして支える

ものです。 

事業は 2 年プランで、2 年後には自ら

研究したことをもとに、NPO 法人を起

業してもらいたいと思っています。団塊

世代の方々に退職した後の人生として、

社会貢献の NPO を運営していただきま

す。さらに、どうすれば高齢者の就労支

援が作れるのかとか、どうすれば地域の

総合ケアシステムが作れるのかというノ

ウハウを、しっかり全国に普及させてい

くことも、団塊世代の方々に営業マンに

なってやっていただくという研究事業に

なっています。 
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もう一つ、新しく取り組みたいことと

して大きなテーマとなっているのは、い

かにファンド的にお金を集めるかという

ことです。どうしても財源は限りがあり

ます。いかに自分達の活動に賛同者を作

って、企業、個人から資金を集めるか、

さらにそれをファンド化していくのが大

事だと思います。これも研究会で団塊世

代の方々に研究してもらおうと思ってい

ます。 

今、JA と話がついて、市場から外れ

た野菜をトン単位で買わせてもらうこと

になりました。それを最低賃金を払える

くらいの形で、高齢者や障害者の方々に

荷詰めしてもらいます。そしてそれを北

海道の中で卸すのではなく、全国の福祉

事業所関係の授産や就労をやっていると

ころ、さらには、今営業をかけているの

ですが、銀座の飲食店でお通しで出して

もらえるようにするつもりです。事業の

タイトルは、今考えているところです。

この事業では、あなたの買ったお金が障

害者や高齢者の賃金になり、さらにはあ

なた達の手で福祉サービスを作れますと

いうことになるのです。農作物を売って

福祉サービスを作るという新しい展開に

賛同いただけませんかということです。

同じ野菜を買うなら何か自分が貢献して

いるという感覚で買ってもらった方が気

持ちがいいと思います。そうすれば、農

家の人も福祉に感謝します。当別は農業

が一番の基幹産業ですが、だんだん高齢

化で衰退しています。それを福祉で盛り

上げ、農業の人とも関係性を作っていき

たいと考えています。 

そういうストーリーを作ることは大事

だと思っています。売り上げは、研究会

でやる 1 時間500円のサービスの原資に

します。何百万単位というお金でも、住

民の人達と一緒にサービスを作ってしま

えばいいのです。サービスをやった分、

行政から費用をもらうのではなく、住民

との間でやりとりをするという形で、オ

リジナルの福祉サービスをやっていきた

いと思っています。制度違反だとか面倒

なことを言われずに、困っていることを

みんなで話し合って決めていく、という

ことです。 

 

今後の共生型事業と人材育成 

 

今後の共生型事業は第 2 フェーズとい

うことで、これは私論ですが、中島専門

官の話と合致するところが多いと思いま

す。 

共生型の福祉を通例として特別なもの

にするのか、ジェネラルなものにするの

か。例えば、富山方式は、高齢者と障害

者、子ども達が一緒にいる場所なので、

かなりスペシャリティが高く、3障害プ

ラス高齢者のケアと子どものケアもする

ので、専門的な福祉にしなければならな

い。それを目指すのか。それとも、一般

住民が自由に出入りしてケアを行うこと

をジェネラルな福祉として理解していく

のか。今日僕が説明したのは、ジェネラ

ルに近いと思います。僕は、それらを混

同させる形が目指すべき共生型の視点だ

と思っています。今は、多角的な視点が

あるはずなのに、事業をやる NPO や社

福、行政、社協の立場で、ケアの効率性

や経済性ばかりの解釈に留めてしまって
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います。 

例えば、「このゆびとーまれ」は極め

ていい実践だと思いますが、高齢型の介

護ケアから入ったところなので、そこで

専門性が必要な自閉症の子のケアができ

ているかといえば、現場を見てそれは難

しいと判断しました。住民の方にとっ

て、いいサービスができているかも疑問

があります。ただ、高齢者はとてもいい

顔をしていて、高齢者にとってはいい場

所なんだと思いました。高齢者のケアだ

けでなく、障害者、子どものケアも全部

やっていくことを目指すのか、それとも

どこかにポイントを置いてやっていくの

か。 

ジェネラルな福祉をわかりやすく言う

と、福祉を町の中で当たり前に存在する

文化にすることだと思います。スペシャ

ルは、3 障害と高齢者、子どもを一度に

見るので、専門職としてかなり高いスペ

シャリティが求められ、難しいです。そ

れらがしっかり両輪で機能するようなフ

レームが必要だと思います。 

スペシャルにする場合は、やはり人材

育成だと思います。今のヘルパー 2 級の

制度をもって、障害のケアをやりたいと

来られても、経営者としては困るので

す。共生型に応えるような専門的な資格

をもう 1 度議論しなおすべきと思いま

す。3 障害、高齢者、子どもを別々にケ

アするのではなく、いかにこの人達を一

緒にみることができるか。オールマイテ

ィーな専門家でなければ生き残っていけ

ないのではないかと思っています。 

また、共生型による起業も促そうと思

っています。特に北海道の過疎地区は、

単独での就労支援事業所の運営はなかな

か成り立ちません。そこでは、いろいろ

なサービスのケア研修を積んだ若者や、

ベテランの方々が町おこしも含めてやっ

ていくことが必要だと思います。 

ジェネラルにする場合は、住民に研修

等のフレームが必要なのではないかと思

います。先ほど中島専門官が、地域福祉

コーディネーターが重要だと言っておら

れましたが、それは僕も共感できまし

た。さらに言うと、地域福祉コーディネ

ーターは相当な専門職でなければ難しい

と懸念しています。ソーシャルアントレ

プレナーは、自分で社会資源を開発でき

て、さらにケア力を持っている人でなけ

れば難しく、例えば、社協のコーディネ

ーターが嘱託でやるようなレベルでは無

理です。ケアもできて、さらに地域の中

で社会資源を作っていくという両輪を持

ってやらなければ難しいです。第2フェ

ーズとして、そういう検証フレームをど

う作っていくかが必要になります。 

一つの例ですが、当別町でインフォー

マル資源開発ということで、住民が障害

者や子育て、高齢者の支援もできるよう

なパーソナルアシスタント27.5時間とい

う研修プログラムを作ってくれました。

ヘルパー3級くらいの資格取得をイメー

ジしたものですが、カリキュラムが全然

ニーズに合致していません。ですから、

地域のニーズにマッチした、住民の長が

認める資格の検証プログラムを各自治体

で作っていく取り組みや、そういったこ

とを自分達でやっていけるような仕組み

をきちんと作っていく、それも団塊世代

の方々に研究していただきたいと思いま
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す。何が困っていて、何が必要で、制度

の何がだめで、なんでこうなっているの

かということを団塊世代の方が自ら考え

て、作っていってもらいたいのです。子

どももけが人も、退院してきた方も、全

ての住民を包括的に包むような研修にで

きればいいと考えています。 

僕が別に取り組んでいる事業なのです

が、福祉現場で離職者が相次いでいると

いうことと、なかなか高校生の中で大学

に進学して福祉に取り組むというよう

な、人材の確保と人材の育成が求められ

ていないということがあります。このこ

とも地域の悩みと同じ悩みだと思ってい

ます。 

若手の福祉従事者がなぜ辞めるかとい

うことを整理すると、給料が安い、時間

が長いなどがあり、これは辞める口実の

枕詞のようなものです。しかし、若者に

何度も話を聞いていくと、実際はケアに

自信が持てないまま、信じられない速度

でキャリアアップしていくことが負担と

なっていることがわかっています。3年

目になったらいきなりエリアマネージャ

ーを任されたり、任された人はとても不

安そうな顔をしている。通常の会社で、

課長、部長になるのが10年、15年くらい

ですが、福祉ではだいたい 5 年でそうな

ってしまう。30歳くらいになると、事業

所全体を任される。頼れる上司もおら

ず、後輩やパートの人から罵られる。そ

れでは、離職者も増える。 

しかし、このキャリア構造の速度はど

うにもならない。ですから、5 年くらい

でしっかり積み立てていけるような育成

研修プログラムが必要なのです。例え

ば、1 年目はケアの理念をしっかり学

び、2 年目は少しコーディネートする力

を学んでいく。4 年目、5 年目ではコー

チング。これは一番悩んでいる。どうや

って自分の後輩に対して声をかければい

いのか、指導すればいいのか。 

福祉従事者だけでなく、地域の中でも

そういう研修を地域ニーズと合わせて組

み立てていく仕組みが必要だと思いま

す。民生委員や福祉委員は、福祉に従事

する若者と同じで、ケアに自信が持てな

いけれど、その職を与えられ、不安なが

らにやっていると思います。役所に相談

しても、役所もケアについて自信が持て

ないので、どうしたらいいかわからな

い。専門職の NPO や社協に相談しても

わからず、地域の中でカオス状態になっ

てしまっている。そういうことをきちん

と見極めて検証をやっていく必要がある

のではないかと思っています。 

 


